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※当社は、平成17年 3月期の第3四半期より新たに連結決算を開始いたしました。

※ 当社は、平成17年 3月17日付で 1：10の株式分割を実施しております。上記では、当該株式分割に伴う影響を加味し、遡及修正を行った場合の
数値を表記しております。
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不動産の賃貸

販促物の納品

折込広告、メディア掲出
イベント運営広告の発注

パチンコホール

当社
広告事業

パチンコ・パチスロ
ユーザー

印刷、新聞折込、媒体広告枠
イベント運営、販促物製作の発注

●印刷会社 
●新聞折込会社
●各種媒体社
●イベント運営会社
●販促物製作会社

グループ外の
協力会社

広告企画の提案

WEBサイトで
中古遊技機の売買仲介

連結子会社
株式会社 バリュー・クエスト
中古遊技機売買仲介事業

連結子会社
株式会社 ランドサポート
不動産事業

基本理念

ビジネスモデル

私達は、イノベーションと創造性に満ちた取り組みでクライアント
企業の業績発展を支援する活動を通じて、豊かな社会の実現に貢献
します。

ビジョン
1.  私達は、パチンコ業界をターゲットとした広告市場において 
ナンバーワンの企業を目指します。

2.  私達は、クライアント企業のコミュニケーション戦略を支援する 
ために既存の広告事業の枠を超えた新しいアイデアやツールを
開発、供給し続けていきます。
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グループ会社の概要
1. 広告事業
�　ゲンダイエージェンシー（株）	 
　 パチンコホールに特化した広告事業。折込広告、販促物、
媒体などの企画制作

2. 中古遊技機売買仲介事業　 
　�（株）バリュー・クエスト	  
中古パチンコ機、パチスロ機の売買情報の提供および売買
仲介をウェブサイト（VQnet.com）上で行うトレード事業

3. その他事業
　�（株）ランドサポート	  
パチンコホールに特化した不動産の賃貸、仲介など



TO OUR  SHAREHOLDERS

　株主の皆様におかれましては、ますますご清栄のことと

お慶び申し上げます。

　ここに2007年3月期のご報告を申し上げます。

　2007年3月期の連結業績は、中核事業である広告事業

でのシェア拡大に向け、新規営業拠点の開設などに取り組

んだ結果、売上高、各段階利益とも前年同期比で順調に増

加し、売上高は19,306百万円（対前年同期比30.2％増）、

経常利益は2,307百万円（同25.6％増）、当期純利益は

1,207百万円（同15.2％増）となり、過去最高の成績と

なったことをご報告いたします。

　当社グループの主要顧客であるパチンコホール業界は、

パチスロ５号機への移行期限を間近に控え先行きの不透明

感が漂う中、パチンコファンの減少や、ホール間の競争激

化による店舗の淘汰が急速に進むなど、極めて厳しい状況

にありました。

　このような環境下で当社グループは、引き続き中核事業

である広告事業でのシェア拡大に取り組む一方で、広告事

業の将来的な成長鈍化に備え、事業領域の早期拡大に注力

いたしました。その一つとして、中古遊技機売買仲介事業

のリーディングカンパニーとして今後の成長が見込まれる、

（株）バリュー・クエスト（以下、VQ社）の株式を追加取得 

（子会社化）いたしました。また、前期にパチンコホール

の新規出店を支援する目的で設立した（株）ランドサポー

ト（以下、LS社）が、当期初より新たに営業を開始し、グ

ループの持続的成長に向けて積極的な事業活動を展開して

まいりました。

　広告事業においては、2006年 ４月に神戸営業所、10月 

に北九州、岐阜、高崎の３営業所を開設し、営業エリアに

おける優良顧客開拓を強化してまいりました。さらに既設

営業所においても、売上上位法人に対する精力的な提案活

株 主 の 皆 様 へ
当期を振り返って
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TO OUR  SHAREHOLDERS

動を行った結果、当連結会計年度の売上高は18,141

百万円、営業利益は2,725百万円となりました。

　中古遊技機売買仲介事業のVQ社は、当連結会計年

度より新たに連結の対象となりました。当期における

中古遊技機市場は、パチンコ大ヒット機種の減少や、

規則改正に伴うパチスロ主力遊技機の相次ぐ検定切れ

時期の到来と、パチスロ５号機の本格的流通の遅れな

どにより、取引台数、取引単価とも低調に推移しました。

　VQ社ではパチンコホール向け訪問営業の実施や、

新トレードシステムの構築をはじめとした社内全般の

オペレーション改善に鋭意取り組んだものの、当連結

会計年度の成約台数は165千台（前年同期比7.3％減）

となり、売上高は1,134百万円、営業利益はのれんの

償却額を127百万円計上したことにより７百万円とな

りました。

　その他事業の、パチンコホール業界に特化した不動

産業を事業目的としたLS社は、2006年 ３月に宅地

建物取引業免許を取得し、当期初より営業を開始しま

した。しかしその後、一部の大手ホール企業において、

これまでの積極出店の傾向から出店ペースの抑制へと

転じた影響などもあり、期中の不動産転貸案件の成約

は１件に留まりました。その結果、当連結会計年度の

売上高は30百万円、営業損失43百万円となりました。

　このような経営成績を踏まえ当期配当金につきまし

ては、前期配当金に比べ2,000円増配し、1株につき

6,000円（中間配当金3,000円を含む）とし、お支払

開始日は6月27日とさせていただきました。

　株主の皆様におかれましては、今後ともご支援・ご

鞭撻を賜りますよう、よろしくお願いいたします。

2007年6月
代表取締役社長 CEO  

山本 正卓

パチンコホールの広告宣伝費と宣伝費比率

出典：（株）矢野経済研究所　調べ

0.51 0.50
0.58

広告宣伝費 （百万円）

パチンコ貸し玉料に対する
企業の広告宣伝費比率 （％）

2006年
（推定）

2005年2004年

1,505
1,682

1,350
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　パチンコ広告業界は、2006年10月頃より顕在化した

業界環境の悪化と、それに伴うパチンコホール広告市場の

縮小により、今後とも厳しい経営環境が続くものと予想さ

れます。

　このような状況のもと、当社グループでは、次の３つの

課題に重点的に取り組んでまいります。

 広告事業における 
ローコストオペレーション体制の構築
　当社グループは現行の中期経営計画「NS2006」におい

て、企画提案力の強化や、デザイン品質の向上をはじめと

するサービスの付加価値向上により、二極分化する業界の

中で勝ち組企業をターゲットとした取引拡大を戦略課題に

掲げて実行してまいりました。その一方で、パチンコホー

ル業界の業況低迷や、設備投資負担の増大などの影響を受

け、クライアントの低価格志向は日増しに強まりつつあり

ます。

　2008年3月期の広告事業では、こうしたクライアント

のニーズに積極的に応えながら、同時に適正な利益水準を

確保できる体制の構築を推進してまいります。

　顧客別、品目別の収益性管理を徹底し、選択と集中によ

る不採算業務の圧縮に取り組んでまいります。また営業プ

ロセスの見直しによる効率化を図り、独立を希望するクリ

エイティブ社員を外注先として活用することで独立を支援

するとともにデザインコストを変動費化させ、印刷など発

注先の集約によるコスト削減などを進めてまいります。

2008年 3月期の見通し

広告事業における
営業拠点の拡充

広告事業における
新サービスの開発投入と
子会社事業の育成

広告事業における
ローコストオペレー
ション体制の構築

広告事業における
営業拠点の拡充

広告事業における
新サービスの開発投入と

ローコストオペレー
ション体制の構築

3つの重点課題



広告事業における営業拠点の拡充

　当社グループは中期経営計画に基づき、2007年 ３月

末までに広告事業の28拠点設置を目標に、これまで積極

的な拠点開設を進めてまいりましたが、計画策定段階での

想定を超える経営環境の急激な変化が生じております。

　そのためこの先の拠点開設については、より慎重に判断

したいと考えた結果、2008年３月期上半期の拠点新設

予定を一時白紙に戻しました。

　今後は、パチスロ５号機への移行が本格化する過程で、

パチンコホールの業況や地域ごとの競争環境の変化を慎

重に見定め、2008年 ３月期下半期以降、必要に応じて

拠点を拡充していく予定であります。

 広告事業における新サービスの開発投入と	 
子会社事業の育成

　当社グループは、現状、主力となっている広告事業の成

長鈍化に備えるとともに、主要顧客であるパチンコホー

ルに新サービスを供給する目的で、VQ社の株式取得や

LS社の設立により、グループの事業領域拡大を推進して

まいりました。2008年３月期においては広告事業の延

長としての新サービスの開発・投入と、2007年3月期

より着手した中古遊技機仲介事業およびその他事業（不動

産事業）の育成を積極的に進めてまいります。

　広告事業では、現行の提案型サービスと並行して、これ

まで当社が対応してこなかった低価格志向のクライアント

に対し、クライアントが内製可能なパチンコホール折込 

広告制作ASPシステム ｢G-SELF｣ を開発・提供し、ター

ゲットとなるクライアント層の拡大を図ってまいります。

　中古遊技機売買仲介事業では、2007年3月期に稼働を

開始した新トレードシステムにおける、処理能力の向上

とサービスの継続的な改善に努めるとともに、訪問営業

の強化による大口取引の開拓や、中古遊技機の効果的な活

用に関する情報提供などの啓蒙活動を積極的に推進し、中

古遊技機流通市場の底上げを図ってまいります。

　その他事業（不動産事業）では、クライアントの新規出

店用地取得のサポートに加え、昨今の業界環境の変化に柔

軟に対応すべく、パチンコホールからの業態転換支援や、

物件転売などの退店サポートの展開を視野に入れ、サー

ビスラインの拡充を図ってまいります。
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郡山営業所　営業　H・W
入社：2005年10月　

　担当クライアントへの定期的ご訪問のほかに、新しい

エリアでの新規開拓を行っています。最新の事例をご案

内したり、ヒアリングした店舗の悩みを解決するための

広告企画をご提案しています。

　つい最近、あるクライアントにご提案した新企画イベ

ントでは、入念に打ち合わせを行い、時にはイベントの展

開についてクライアントと激論を交わすような場面もあ

りました。祈るような気持ちで臨んだイベント当日、ユー

ザーの評判も高く結果的にイベントは大成功。クライア

ントからは ｢おかげさまで、終日満台でしたよ｣ と言って

いただき、笑顔でがっちり握手。クライアントと一緒に

この成功を分かち合えた、と本当に嬉しかったです。

　クライアントの ｢依頼してよかったよ｣ という言葉を 

聞きたくて、営業所のみんなが力を合わせて仕事に取り組

んでいます。パチンコ業界に特化した広告会社として、唯

一全国展開している当社の

強みである ｢情報力｣ を活用

して、クライアントにどん

どん新鮮な情報を提供しな

がら、クライアントの業績

発展につながるご提案をお

届けしていきたいと思って

います。

高崎営業所　クリエイター　K・O
入社：2005年12月

　折込広告、POP、ポスター

など各種商材のデザインをし

ています。クライアントにご

提案するビジュアルデザイ

ンの企画や制作など、クリエ

イティビティを必要とする仕

事を入社当初に想像していた

よりも早い時期から任せられ

ています。

　当社では、デザイン素材はパス抜き（型抜き）された状

態でサーバーに蓄積されていたり、全国営業所のクリエ

イターのバックアップがあったりと、システム的なこと

や人間的な交流も含めて仕事を効率よく進めるためのシ

ステムが整えられています。こうしたシステムが多品種

小ロットの広告・販促物のオリジナルデザインの提供を

可能にしています。

　また、広告に携わる者として、仕事の大小に関わらずミ

スについては充分注意しています。クライアントの業績

発展支援に貢献できるよう責任感をしっかり持ってデザ

インに取り組むことを心がけています。

　これからは、クライアントが望むことを先回りした企

画・提案や、デザインの“意味と価値”の深堀りを行い、

クライアントとともに成長していきたいと思います。

G E N D A I  V O I C E

営 業 部 門 クリエイティブ部門
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クリエイティブ統括部　A・H
入社：2006年4月　 

　デザイン部門強化のため2006年4月に新設されたク

リエイティブ統括部で、3Dコンテンツの制作や、映像の

制作を行っています。

　最近、店舗に映像モニターを導入し、店舗のイメージを

よりわかりやすく印象的にファンにアピールしたいとい

うニーズが出てきています。業界の中でも新しい広告媒

体なので、映像の可能性をどれだけ広げていけるか、とて

も楽しみです。

　私が手がけたものの代表として、グランドオープンの

際に店内のモニターで流す映像制作があります。クライ

アント店舗のロゴやオリジナル・キャラクターを3Dに

して映像化しました。平面のグラフィックから作り出し

たのですが、イメージを損なうことなく生き生きとした

つくりで、クライアントも喜んでくださったと営業担当

者から報告を受けた時は、嬉しかったですね。

　まだ、オリジナル映像というと具体的イメージがわか

ない、というケースも多いようなので、何種類かサンプ

ルを作ってデザインデータベースに

落とし込んでいます。

　これからは折込広告などの紙媒体

と映像が連動して、目にしたファンが

「おもしろいな」と思うような企画に

発展させていきたいと考えています。

クリエイティブ部門

　業界環境の変化に伴い浮上し

た低価格志向のクライアント

ニーズにお応えするために、現在

開発しているのがパチンコホー

ル折込広告制作のASPシステム

｢Ｇ－SELF｣。当社のデザイン制

作ノウハウを注入した、本格的

で新しいローコスト･ソリューションです。

　システム名 ｢Ｇ－SELF｣ は、G（Growth）、S（Speedy）、

E（Easy）、L（Low Cost）、Ｆ（Factory）を意味し、ご契

約店舗のパソコンですばやく簡単に折込広告デザインが制作

できる、コストパフォーマンスの高いソリューションを提供

してまいります。

　これまで当社が対応してこなかった低価格志向のクライア

ント層をターゲットにすることで、顧客層の拡大を図ってまい

ります。

ジ ー セ ル フ

G‒SELFの現場から
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基本的な考え方　
　当社のトップ・マネジメントは、株主価値の持続的な増

大を図ることが最大の責務であると考えており、健全性

（コンプライアンス）と透明性（ディスクロージャー）を確保し

ながら、常に株主の利益を念頭においた企業活動を実践するこ

とを行動規範としております。

取締役会について
　法令および定款に定めのあるもの、ならびに会社経営の重要
事項として取締役会規程に定めのある事項は、毎月１回以上開

催される取締役会で決定しております。当社では常勤取締役が

少人数であることから、日常における頻度の高いコミュニケー

ションが可能であり、社外取締役の選任による牽制効果と相

まって効果的な業務執行の監視が可能な体制であると考えて

おります。また、意思決定、経営監督と業務執行を分離し、責

任の明確化を図ることを目的として執行役員制度を導入し、取

締役会において選任された執行役員で構成される経営役員会

において、綿密な審議と機動的な業務執行を行っております。

監査役会について
　監査役は取締役会に常時出席するほか、経営役員会をはじめ

とする社内の重要会議にも積極的に参加し、法令・定款違反や、

株主利益を侵害する事実の有無について重点的に監査を実施

しております。

　また、監査役会を定期的に開催し、監査に関する重要な事項

について協議しております。

内部管理体制の充実に向けた取り組み
① 新会社法の施行に伴い、「内部統制システム整備の基本方針」

を制定し、体制の整備を図っております。

②  J-SOX法（金融商品取引法）における内部統制報告制度に

対応するため、内部監査室メンバーを中心とするプロジェ

クトチームを新たに編成し、社内体制整備の準備作業に取

り組んでおります。

コ ー ポ レ ー ト ガ バ ナ ン ス

監査役会

業務監査

内部監査
内部監査

報告

内部牽制

取締役会

※他取締役

社　　長
（執行役員、内部監査統括）

CCO
（コンプライアンス統括）

CFO
（情報開示担当役員、財務統括）

人　事　部
（労務管理）

情報システム部
（情報セキュリティ管理）

総　務　部
（リスク管理、
   リーガルチェック）

経　理　部
（経理業務統制）

経営企画部
（予算統制、
   適時開示、
   関係会社管理）

現業部門

内部監査室
（業務全般にわたる内部監査）



財 務 諸 表
連結貸借対照表
 （単位：百万円）

 区  分	 当期	 前期
	  	 （平成19年 3月 31日現在）	 （平成18年 3月 31日現在）

資産の部   　
Ⅰ流動資産	 5,801	 4,232 
 1. 現金及び預金 3,245 2,162 
 2. 受取手形及び売掛金 2,373 1,997 
 3. たな卸資産 2 10 
 4. 繰延税金資産 48 43
 5. その他 151 39 
   貸倒引当金 △ 20 △ 21 
Ⅱ固定資産	 2,335	 1,516	
　(1) 有形固定資産 224 261 
　(2) 無形固定資産 796 63 
　(3) 投資その他の資産 1,314 1,190 
　  1. 投資有価証券 133 508 
　  2. 長期前払費用 412 ̶
  3. 繰延税金資産 20 26
　  4. 長期性預金 500 500
　  5. 差入敷金・保証金 246 153
  6. その他 10 10
      貸倒引当金 △ 8 △ 7
資産合計	 8,137	 5,748

 （単位：百万円）

 区  分	 当期	 前期
	  	 （平成19年 3月 31日現在）	（平成18年 3月 31日現在）

負債の部     
Ⅰ流動負債 3,505	 2,272
 1. 支払手形及び買掛金 1,359 1,466
 2. 短期借入金 400 － 
 3. 1 年内返済予定 長期借入金 106 － 
 4. 未払法人税等 610 543
 5. 中古遊技機売買仲介顧客預り金 721 － 
 6. その他 307 263
Ⅱ固定負債	 324	 －  
 1. 長期借入金 319 － 
 2. その他 5 －
負債合計	 3,830	 2,272
 
資本の部   
Ⅰ資本金	 －	 751
Ⅱ資本剰余金	 －	 1,063  
Ⅲ利益剰余金	 －	 1,661  
資本合計	 －	 3,475  
負債、少数株主持分及び資本合計	 －	 5,748
 
純資産の部   
Ⅰ株主資本
　1. 資本金 751 －
　2. 資本剰余金 1,063 － 
　3. 利益剰余金 2,314 －   
株主資本合計	 4,129	 －
Ⅱ 評価・換算差額等
 その他有価証券評価差額金 3 －
評価・換算差額等合計	 3	 －
Ⅲ少数株主持分	 174	 －  
純資産合計	 4,307	 －  
負債及び純資産合計	 8,137	 －  
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 �当期末の総資産は、現金および預金の増加に加え、（株）バリュー・
クエストの連結子会社化に伴うのれんの発生などにより、前期 
（平成18年3月期）末と比較し2,389百万円増加の8,137百万
円となりました。

 �当期末の負債は、長期および短期借入金の増加などにより、前
期末と比較し1,558百万円増加の3,880百万円となりました。

 �当期末の純資産は、当期純利益を計上する一方、前期末および 
当期中間期の配当金支出により、前期末の資本合計と比較し 832
百万円増加の4,307百万円となりました。



連結損益計算書
 （単位：百万円）

 
区  分

	 当期	 前期
		

Ⅰ	売上高	 19,306	 14,826
Ⅱ	売上原価	 13,458	 10,851  
 売上総利益 5,848 3,975
Ⅲ	販売費及び一般管理費	 3,532	 2,130
 営業利益 2,316 1,845
Ⅳ	営業外収益	 8	 7
Ⅴ	営業外費用	 17	 15
 経常利益 2,307 1,837
Ⅵ	特別利益	 9	 ー
Ⅶ	特別損失	 109	 37
 税金等調整前当期純利益 2,208 1,799
 法人税、住民税及び事業税 988 774
 法人税等調整額 4 △ 23
 少数株主利益 8 ー
 当期純利益 1,207 1,048

 （単位：百万円）

 
区  分

		  当期	 前期
		

Ⅰ	営業活動によるキャッシュ・フロー	 1,010	 1,200
Ⅱ	投資活動によるキャッシュ・フロー	 △ 38	 △ 648
Ⅲ	財務活動によるキャッシュ・フロー	 110	 △ 578
Ⅳ	現金及び現金同等物の増加額	 1,081	 △ 26
Ⅴ	現金及び現金同等物の期首残高	 2,155	 2,182
Ⅵ	現金及び現金同等物の期末残高	 3,237	 2,155
 

連結キャッシュ・フロー計算書

自 平成18年４月 1日
至 平成 19年 3 月31日

自 平成 17年４月 1日
至 平成 18年 3 月31日

自 平成 18年４月 1日
至 平成 19年 3 月31日

自 平成 17年４月 1日
至 平成 18年 3 月31日

10

引き続き中核事業である広告事業における更なるシェア拡
大に取り組む一方、事業領域を早期に拡大していく目的で、 
（株）バリュー・クエストの株式を追加取得（子会社化）し、前期 
に設立した（株）ランドサポートが営業を開始いたしました。
このような積極的な事業活動を行った結果、当期末の売上高
は前年同期比30.2％増加し、19,306百万円となりました。

�売上高の増加と更なる生産性向上を追求した結果、営業利益、
経常利益ならびに当期純利益ともに、前年同期比でそれぞれ
25.5％、25.6％、15.2％増加しました。



個別貸借対照表
 （単位：百万円）

	 区  分	 当期	 前期
	  	 （平成19年 3月 31日現在）	 （平成18年3月31日現在）

負債の部     
Ⅰ流動負債	 2,610	 2,271
　1. 買掛金 1,353 1,466
　2. 短期借入金 400 ー
　3. 未払金 67 124
　4. 未払法人税等 609 543
　5. その他 179 138
負債合計	 2,610	 2,271

資本の部  
Ⅰ資本金 ー 751
Ⅱ資本剰余金 ー 1,063
　資本準備金     ー 1,063
Ⅲ利益剰余金 ー 1,681
　当期未処分利益 ー 1,681
資本合計	 ー 3,495
負債、資本合計	 ー 5,767

純資産の部   
Ⅰ株主資本 
　1. 資本金 751 ー
　2. 資本剰余金 1,063 ー
　3. 利益剰余金 2,494 ー
株主資本合計	 4,309	 －
Ⅱ 評価・換算差額等
 その他有価証券評価差額金 3 －
評価・換算差額等合計	 3	 －
純資産合計	 4,312	 ー
負債及び純資産合計	 6,923	 ー

 （単位：百万円）

 区  分	 当期	 前期
	  	 （平成19年 3月 31日現在）	 （平成18年 3月 31日現在）

資産の部
Ⅰ流動資産	 4,527	 3,840
	 1. 現金及び預金 2,054 1,772
	 2. 受取手形 267 293
	 3. 売掛金 2,095 1,703
	 4. たな卸資産 2 8
	 5. 前払費用 36 26
	 6. 繰延税金資産 48 43
 7. その他 42 12
       貸倒引当金 △ 20 △ 21
Ⅱ固定資産 2,396	 1,926
　(1) 有形固定資産 187 261
　(2) 無形固定資産 75 63
　(3) 投資その他の資産 2,133 1,601
 1. 投資有価証券 133 109
 2. 関係会社株式 1,299 810
 3. 長期性預金 500 500
 4. 差入敷金・保証金 180 152
 5. その他 27 36
       貸倒引当金 △ 8 △ 7
資産合計 6,923	 5,767

個別損益計算書 （単位：百万円）

 
区  分

	 当期	 前期
		

Ⅰ	売上高	 18,141	 14,801
Ⅱ	売上原価	 13,404	 10,846
		 売上総利益 4,736 3,954
Ⅲ	販売費及び一般管理費	 2,383	 2,061
　	営業利益 2,352 1,893
Ⅳ	営業外収益	 7	 7
Ⅴ	営業外費用	 10	 3
	 経常利益 2,350 1,897
Ⅵ	特別利益	 3	 ー
Ⅶ	特別損失	 10	 37
　	税引前当期純利益 2,343 1,859
　 法人税、住民税及び事業税 975 774
　 法人税等調整額 0 △ 23
　 当期純利益 1,367 1,108
　前期繰越利益 ̶ 863
　当期未処分利益 ̶ 1,681

自 平成18年４月 1日
至 平成 19年 3 月31日

自 平成 17年４月 1日
至 平成 18年 3 月31日
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株式の状況

発行する株式の総数.......................................................357,000 株

発行済み株式総数...........................................................110,730 株

株主数...................................................................................5,962 名

所有者別株式分布状況

	 株主名	 持株数（株）	 ％

 1 山本　正卓 40,849 36.9

 2 （有）悠クリエイト　 10,000 9.0

 3 ゲンダイエージェンシー従業員持株会 2,366 2.1

 4 田中　善司 1,610 1.5

 5 完山　敏錫 1,600 1.4

 6 山本　貴蓮 1,410 1.3

 7 日本証券金融㈱ 1,380 1.2

 8 （株）ジャパンプリントシステムズ 1,200 1.1

 9 ユメックス（株） 1,200 1.1

 10 SBIイー・トレード証券（株） 1,052 1.0

大株主

株式の状況 ＜平成19年3月31日現在＞
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金融機関
4,360株（4.0%）

証券会社
2,951株（2.7%）

その他国内法人
19,352 株（17.4%）

3,573 株（3.2%）個人その他
80,494 株（72.7%）

外国法人等



会社概要 ＜平成19年3月31日現在＞

商　号

 ゲンダイエージェンシー株式会社（GENDAI AGENCY INC.）

本社所在地

 〒163-1429 東京都新宿区西新宿3-20-2  東京オペラシティビル29F 
 TEL : 03-5308-9888（代） 

 ※�登記上の本店所在地は下記の通りです。  
東京都八王子市東町9-8

設　立

 1995年4月　

資本金

 7億5,159万1,776円 

発行済株式総数

 110,730株

業務内容

 広告、宣伝に関する企画および制作

事業所
●本社
●�全国22営業所（札幌、仙台、郡山、松本、高崎、水戸、宇都宮、上野、八王子、町田、
横浜、千葉、さいたま、静岡、名古屋、岐阜、大阪、神戸、岡山、広島、北九州、福岡）

連結子会社

（株）ランドサポート、（株）バリュー・クエスト

代表取締役社長　CEO 山本　正卓

取締役　COO兼CCO 上川名　弦

取締役　CFO 高　　秀一

取締役　CMO 山本　伸徳

取締役 木藤　友治

取締役（社外） 鉢嶺　　登

取締役（社外） 若山　陽一

常勤監査役（社外） 寺田　公規

監査役（社外） 東　　　徹

監査役（社外） 高野　健二
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役員一覧 ＜平成19年6月26日現在＞




